













1982年，シカゴ北部2のトリニティ神学校3において受講した T. E. McComiskey教授の
クラス「諸書」で言及されたヨブ記エリフ弁論が本課題を意識した最初である。その後，










 1 本論文は，2016年 6月 18日（土）日本基督教学会東北支部学術大会における口頭発表「エリフ
弁論の要点─神の言葉による焙出─」〔Crucial Point of Elihu’s Argument Exposed by the Lord’s Words〕
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 7 Walter Ludwig Michel, “The Ugaritic Texts and the Mythological Expressions in the Book of 
Job : Including A New Translation of and Philological Notes on the Book of Job.”　Ph.D. Dissertation, Uni-
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 8 当時，聖書神学舎教師及び筑波大学助教授。






















































束（創 12 : 1-3）は，その具体的内容として，子孫が増えること（創 15 : 5）と土地を占







14 Thomas E. McComiskey, The Covenants of Promise : A Theology of the Old Testament Covenants, （Grand 





や割礼のしるし（創 17 : 1-14）に具象化される。アブラハムは，しかし，神からの約束
の最初の受領者ではない。父祖以前，例えば，蛇に対する呪いの中の言葉「女の子孫」15（創






















16 Walter C. Kaiser, Jr., Toward an Old Testament Theology （Grand Rapids, Michigan : Zondervan, 1978）, 
55-59. 
17 The Covenants of Promise, 51-58. 
18 無垢な正しい人（ ）
19 悪（ ）
20 皮膚病（2 : 7 ） “The word  is used in most Semitic languages and denotes ‘heat, fever, 
inflamation.’ In Lev. 13 : 18 ff. we are informed that leprosy begins with ”.　“The Ugaritic Texts and 
the Mythological Expressions in the Book of Job,” 249.   
















































































グレゴリウス 1世（在位 : 590年-604年）は，このようなエリフの語り口を “Elifu is 
24 『「ヨブ記」論集成』116-17頁。
25 Chalmers Martinは，「呪いの詩編」（Imprecatory Psalm）ではなく「詩編における呪い」（impre-
cations in the psalms）と称すべきであると事例を挙げて提案している。Chalmers Martin “Imprecations 
in the Psalms,” ［Princeton Theological Review 28 （1929）］, in Classical Evangelical Essays in Old Testament 
Interpretation., com. and ed. By Walter C. Kaiser, Jr. （Grand Rapids, Michigan : Baker Book House, 1972）, 
113-132. 













reproved for right sayings in a wrong way : because in the very truths which he utters he is 
puffed up with arrogance.　And he represents thereby the character of arrogant, because 






ブ 32 : 1-3）〕において，エリフを “However we see in this example of the person of Elifu 














28 Gregory the Great, The Moralia on the Book of Job ［Online, http://www. lectionarycentral.com/Gregory-
Moralia/Book23.html］, vol. 3, 23 : 4/28. Ragnar Andersen, “The Elifu Speeches,” Tyndale Bulletin 66, 1 
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の視点からヨブ記を論ずる B.S. Childs の評価にも注目しておきたい。彼は，エリフ弁論
について “The Elihu speeches function hermeneutically to shape the reader’s hearing of the 
divine speeches.　They shift the theological attention from Job’s questions of justice to divine 
omnipotence and thus offer a substantive perspective on suffering, creation, and the nature of 







ば39，すなわち，「エリフは更に言った」（34 : 1，35 : 1）40，「エリフは更に言葉を続けた」
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（36 : 1）41の章句を指標とするならば，エリフ弁論を（1） 33 : 1-33，（2）34 : 1-37，（3）



































全能者はそれを顧みられない。 （35 : 10-13）
4.4.　36 : 1-37 : 24
四番目の部分でエリフは「待て，もう少しわたしに話させてくれ。神について言うべき
ことがまだある」（36 : 2）と語り続け，祝福（36 : 11, 16）と裁き（36 : 12-14）に言及し，
応報原理に従って生きることの肝要さを説く（36 : 17-21）が，その論旨は，一転，応報




















ろうか。」（36 : 29）「聞け，神の御声のとどろき54を，その口から出る響き55を。」（37 : 2）
「神は驚くべき御声56をとどろかせ，わたしたちの知りえない，大きな業を成し遂げ





























































らば，Joüon Muraoka の用例解説　“  is often added to an interrogative word without any 





69 Paul Joüon, S.J. and T. Muraoka, A Grammar of Biblical Hebrew : Part Three : Syntax （Roma : Editrice 
Pontificio Instituto Biblico, 1993）, 532 ［143g.］
14
表 1　ヨブ記梗概
序文（1 : 1-2 : 13）
独白-ヨブの嘆き（3 : 1-26）








第三回　友人との議論（22 : 1-27 : 23）
　　エリファズとヨブ
　　ビルダドとヨブ





エリフの弁論（4）　　（36 : 1-37 : 24）［創造者の権威を賛美］
神の言葉（1）　　　　（38 : 1-40 : 2）　「これは何者か」
ヨブの応答（1）　　　（40 : 3-5）
























70  （38 : 1, 40 : 1, 40 : 6.）
71  （40 : 3, 42 : 1.）
72 38 : 1-40 : 2, 40 : 6-41 : 26.
73 40 : 3-5, 42 : 1-6.
74 （38 : 3, 40 : 7） 
75 （38 : 4, 5, 12, 18, 21, 33, 39 : 1, 2）,  （38 : 5）
76 Interrogative : 38 : 12, 16, 17, 22, 28, 31, 32, 33, 34, 35, 39, 39 : 1, 9, 10, 11, 12, 19, 20, 26, 40 : 2, 8, 
26, 27, 28, 29, 31, 41 : 1. 
77  （40 : 7）
15
表 2　神の言葉とヨブの応答
神の言葉（1）　　（38 : 1-40 : 2）
ヨブの応答（1）　（40 : 3-5）






38 : 4 地の基を据えた 何処にいたか。知っているか
38 : 5 地の基の広がり 誰が定めたか知っているか
38 : 6-7 台座，隅の親石 誰が据えたか
38 : 8-11 海の創造
38 : 12 朝，暁 命令し指示したか
38 : 13-15 地の果て，大地の変容
38 : 16 海の源，深淵の底 行ったことがあるか
38 : 17 死の門 見たことがあるか
38 : 18 大地の広がり 知っているか
38 : 19-21 光の場所，闇の場所 何処か，知っているはずだ
38 : 22-23 雪の倉，霧の倉 入ったか，見たか
38 : 24 光の道，東風の道 何処か
38 : 25 豪雨の水路，稲妻の道 誰が引いたか
38 : 26-28 雨，露の滴 誰が生んだのか
38 : 29-30 氷，霜 誰が生んだのか
38 : 31 スバル，オリオン 引き締め緩めることができるか
38 : 32 銀河，大熊子熊 導き出せるか
38 : 33 天の法則 知っているか，できるか
38 : 34 雨雲，洪水 おまえを包むか
38 : 35 稲妻 送り出せるか
38 : 36 知恵，悟り 誰が置いたか
38 : 37-38 雲，天の瓶 誰が数え，傾けるか
38 : 39-40 獅子の獲物，子獅子の食欲 捕り，満たせるか
38 : 41 鳥の餌 誰が与えるか
39 : 1-4 野山羊 子を産み，育つことを知っているか
39 : 5-8 野ろば 誰が解き放ったか
39 : 9-12 野牛 仕事をするか
39 : 13-18 駝鳥 分別なく動く
39 : 19-25 馬 跳ねさせられるか
39 : 26-30 鷹，鷲 あなたが分別を与えたのか
神の言葉の焙出によるヨブ記エリフ弁論の要点
̶ ̶31




















40 : 7-14 ヨブ自身 おまえは神なのか
40 : 15-24 ベヘモット〔河馬〕 捕らえられるか





79 40 : 11-12「怒って猛威を振るい，すべて驕り高ぶる者を見れば，これを低くし，すべて驕り高ぶ
る者を見れば，これを挫き，神に逆らう者を打ち倒し」の「高ぶる者」（ ）や「神に逆らう
者〔悪者ども〕」（ ）にエリフが含まれてるかは，本文においては明示的ではない。“Yahweh’s 
second speech opens with a challenge for Job to demonstrate that he has the power to govern the earth 
with an arm as glorious and mighty as El’s （40 : 7-14）.” Norman C. Habel, The Book of Job, Old Testament 























 （37 : 16）
お前が雨雲（ ）に向かって声をあげ，洪水
がお前をおおわせることができるか。




を輝かせるかを。 （37 : 15）
お前は，稲妻（ ）を急送し，排出し，お
前に「ここにいます」と言わせられるか80。




 （36 : 29）
お前は神に劣らぬ腕をもち，神のような声（ ）
をもって雷鳴をとどろかせる（ ）のか。
 （40 : 9）
80 Michel, “The Ugaritic Texts,” 231. ［38 : 35］
81 コヘレトも「この地上には空しいことが起こる。善人でありながら悪人の業の報いを受ける者が
あり，悪人でありながら善人の業の報いを受ける者がある。これまた空しいと，わたしは言う」（8 : 14）












































なたの神である主を拝み，ただ主に仕えよ』85と書いてある」（マタイ 4 : 10）や弟子に対
するイエス・キリストの言葉「本人が罪を犯したからでも，両親が罪を犯したからでもな


















85 申 6 : 13
86 『「なぜ」と問わない』43頁。
神の言葉の焙出によるヨブ記エリフ弁論の要点
̶ ̶35
主を亡くしたり，子どもを亡くしたり，親を亡くしたり，そういう人たちと一緒に泣
いてきました。けれども，「なして，おらァこんなこんな目に遭わねアばなんねァん
だべ」という恨み言を聞いたことはただの一度もありません。これははっきり申し上
げておきます。ただの一度もない。私は不思議に思います。東京の人はなんでみんな
同じこと考えるんだろうと。…友たちも怒りだして言うんです。「気仙衆ァネズミだっ
てそんなごどァ考えねァ。」87
大津波の悲惨な体験の後に因果応報による不条理を問うことなく，以前のように自然と
ともに生きる気仙の人々の姿に，ヨブの再祝福やコヘレトの空しさとは異なる，エリフ弁
論と神の言葉の時空を超えてのエピローグを見るのである。
87 『「なぜ」と問わない』48頁。
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